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令和８年１０月９日発行 

学校目標 
[自主]個性を生かし 自ら学び続ける人間 

[敬愛]自他を尊重し 思いやりのある人間 

[克己]困難に打ち克つ 心身ともにたくましい人間 

 

 

 

  学校生活の中で一番長い時間をかけて仲間と取り組むものは授業です。毎時間の 

授業を大切にして仲間や先生と一緒に創り上げていく、その実践こそが学力を高め

るだけでなく話し合いや正しい会話を通してお互いを知り人間関係を深める元にな

ります。裏を返せば授業を大切にする人は仲間を大切にできる人であると思います。

ぜひ、特定の一部の仲間だけでなくクラス全員を大切な仲間だと考えて授業に臨ん

でください。クラス全員を大切な仲間だと思える自分自身であってください。 

その姿勢がお互いを認め合い、温かく穏やかな雰囲気の成瀬台中学校を作ることに必ずつながります。 

10 月は連合体育大会、ポプラ学級では校外学習とマラソン大会、生徒総会、合唱コンクールがありま

す。3 年生はいよいよ進路のための三者面談が始まります。自身が関わる行事に何らかの役割を任され

取り組む人もいると思います。リーダーとしてプレッシャーを感じながら取り組む人もいることでしょ

う。授業以外にも成瀬台中学校には成長する機会や仲間と人間関係を育む機会がたくさんあります。で

すが行事で忙しい 10 月だからこそ基本に立ち返り、授業を今まで以上に大切にしていただきたいと思

います。普段の授業をおろそかにしていては行事の本質的な成功はあり得ません。 

その時だけ盛り上がる「うわべだけの成功」や行事が終わってしまえば離れて 

しまう「うわべだけの仲間」に陥ってほしくはありません。 

「本当の達成感」と「本物の絆」を行事を通して手に入れるために、土台となる 

毎日の授業を何よりも大切にしていってください。よろしくお願い致します。 

 

 
9 月は連日の雨で東京都心では気象観測が始まって以来、最長の 37 日間の長雨だったとのことです。

雨のため家から外に出ずボーとしているとき、長雨があるのだから短雨はあるのか？などと愚にもつか

ないことを考えていました。思い立って雨を表す言葉はいくつあるのかとググってみたところ、雨を表

す言葉は 400 以上（一説には 1200 ぐらい）あるとのことでした。時間があったので雨という漢字が含

まれる言葉を挙げてみると、 

 

 

 

 

 

 

これで限界でした。皆さんはいくつ挙げられますか？ 

英語ではいくつぐらいあるのか？などと、またも愚にもつかないことを考えています。 

 
校長 土屋 敏彦 

長雨（ながあめ）、時雨（しぐれ）、氷雨（ひさめ）、豪雨（ごうう）、大雨（おおあめ）、 
小雨（こさめ）、天気雨（てんきあめ）、風雨（ふうう）、にわか雨（にわかあめ）、霧雨 
（きりさめ）、糠雨（ぬかあめ）、煙雨（えんう）、梅雨（つゆ）、空梅雨（からつゆ）、 
五月雨（さみだれ）、秋雨（あきさめ）、春雨（はるさめ）、雷雨（らいう）、降雨（こうう）、

雨天（うてん）、暴風雨（ぼうふうう）、雨風（あめかぜ）、雨雲（あまぐも）  
 



台中生の健闘を讃えて

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


